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解　　　　説

キャンパス間接続のギガビット化および対外接続の高速化について

岡村耕二幸

1　はじめに

平成12年度の補正予算によって、平成13年度に九州大学の学内ネットワーク基幹

部分のギガビット化が完了しました。しかし、これに対して、対外接続であるSINET

との接続部分の回線速度は40Mbps 、また、箱崎から病院、筑紫、六本松キャンパス

への回線速度は30Mbpsでしたので、インターネットへの接続およびキャンパス全体
で見るとキャンパス内のギガビット化を十分に活用できる状況ではありませんでした。

一方、平成14年度には九州大学にもスーパーSINETが伸び、また、キャンパス問ネッ

トワーク用に通信事業者から光ファイバを直接借りることができるようになったため、

インターネットへの接続ならびにキャンパス間の回線速度もキャンパス内と同様にギ

ガビット級となりました。本稿は、このキャンパス間のギガビット化および対外接続

の高速化について紹介します。

2　キャンパス間のギガビット化について

以前のキャンパス間接続は、箱崎キャンパスを中心として、病院、筑紫、六本松を

30Mbpsの回線速度のATMで接続していました。しかし、 30Mbpsという速度がキャ
ンパス内のギガビットネットワークに比べ非常に低速であることに加えて、キャンパ

ス内で用いられているイーサネットというネットワークの種類とATMの相性が悪く、

キャンパス全体で見ると効率的なネットワーク構成ができないという問題がありまし

た　ATMは、 2つのホスト間を接続するネットワークメディアであるのに対して、イー

サネットは同一のネットワークメディアで複数のホスト間の通信が行えるものであり、

そのため、例えば経路制御を考えても、キャンパス内とキャンパス間での経路制御方

式も複雑になりがちでした。

さて、箱崎キャンパスから他のキャンパスまではIOKmから20Kmくらいの距離が

あるため、九州大学が間にケーブルを敷設してゆくのはほぼ不可能です。そこで、キャ

ンパス間のネットワークは通信業者のサービスに頼らざるを得ないのですが、キャン

パス間をイーサネットで接続するためには、いくつかの選択肢がありました。一つは、

通信業者がサービスとして提供しているイーサネットサービスを購入すること、もう

一つは通信業者から直接光ファイバを借りてその上でイーサネットを利用すること.

最初のイーサネットサービスの購入は比較的安価で手軽なのですが、回線速度が高々

IOOMbpsであること、福岡市外となる筑紫キャンパスへのサービスは間にスイッチが
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余計にはいるため、法外に高価になること、それからこれが比較的決定的な要因でも

ありましたが、キャンパス問の通信の一部に内線電話が用いられていて、これがATM

を使っていることなどにより、イーサネットサービスの購入は見送り、光ファイバを借

りることに決まりました。

多くの方は光ファイバを借りるメリットとして、高速ネットワークが実現できるこ

とをまず考えられると思います。それは確かに正しいのですが、キャンパス間ネット

ワークで光ファイバを直接利用できる他の長所は、 WDM (光多重装置)によって、複
数の種類のネットワークメディアが利用できることです。そのため、通信業者から借

りた1本の光ファイバで、ギガビットイーサとATM二つのネットワークメディアを箱

崎から各キャンパス間で利用できるようになりました。前者は研究用ネットワークと

して、後者は事務用LANおよび内線用にそれぞれ活用されています。なお、平成15

年10月に統合が予定されている九州芸術工科大学(統合後は大橋キャンパス)との接
続も同様に通信業者から光ファイバを借りて接続する計画がすでに進められています。

キャンパス間のネットワークとして、通信業者から光ファイバを借りる案は、新キャ

ンパス計画専門委員会の情報通信基盤ワーキンググループで、将来元岡キャンパスと

箱崎キャンパスなどを高速に接続するために必要であるという提言にも基づいていま

す。本当のことをいうと、情報通信基盤ワーキンググループではこんなに早くキャン

パス間で光ファイバを利用できるようになるとは考えていませんでした。当初は、元

岡キャンパスと箱崎キャンパスがギガビットで接続できればいいという案でしたので、

これがかなり早く前倒しになったことになります。現在の通信技術に基づいて考える

と、元岡キャンパスと箱崎キャンパスは40Gbpsのイーサネットで接続されると予想
されます。しかし、技術の進歩はもっと早いので、実際にはもっと高速なネットワーク

で接続されることになると思います。

3　対外接続の高速化

国立情報学研究所が運用しているSINETの超高速版であるスーパーSINETが2002

年10月から九大でも利用できるようになりました。これによって、従来40Mbps程度

でSINETに接続していたのが、ギガビット級の回線速度に更新されました　SINET

内部では全ての組織とギガビット級の速度で通信できるわけではありませんが、ネット

ワークを利用した研究が活発に行われている研究組織とはギガビットの速度で通信が可

能となりました。また、スーパーSINETは、電子メールやWebアクセスなどのいわゆ

るコモデティ用のネットワークが大容量になっただけではなく、スーパーSINETを構

成するラムダネットワークをネットワーク研究者に直接提供したり、スーパーSINET

の中でMPLSという技術を用いて高速なVPNを提供したりしています。九州大学で

もこれらの研究者向けのネットワークサービスをグリッド研究、高エネルギー研究、核

融合研究、宇宙・天文研究、日韓高速ネットワーク研究などで利用してます。この際

に、キャンパス間ネットワークがギガビットイーサになっているため、イーサネット

のVLAN機能を用いて、例えば箱崎キャンパスと六本松キャンパスに分散している天

文研究チームに一つの広大なネットワークセグメントを提供したりすることが可能と

なりました。なお、これらのスーパーSINET上の研究にキャンパス内の各研究室から

参加するためにはスーパーSINETと直接接続している情報基盤センターとの高速な接

続が必要になります。キャンパスのギガビット級ネットワークを利用するというのは
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いい案ですが、キャンパス内の通常のトラフィックと共存しないといけないという問題

があります。そのため宇宙研究などは専用の光ファイバを独自で敷設し情報基盤セン

ターとの接続に利用しています。

4　おわりに

現在、九州大学からSINETに向けて定常的にIOOMbps以上のトラフィックがあ

ります。先の1月25日に発生したマイクロソフト社製のSQL Serverに関するワーム

の事件の時には200Mbps以上のトラフィックが記録されましたが、実は、別の日でこ

れ以上のトラフィックが発生した日もありましたIGbpsが埋まるのはまだ先と考え
ていたこともありましたが、それは予想よりも早く来そうです。今後も、地区間の高

速化について世の中の技術情報また動向に注意して常に最善の環境を提供できるよう

にするチャレンジ精神を忘れないようにしなければなりません。
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